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災害時にとるべき避難行動が直感的にわかるよう避難情報等を５段階の

警戒レベルに整理されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（気象庁の資料より） 
 
 
 

今後、自宅待機の目安や安全確保、避難等について見直しますが、変更ま

では本校のWebサイト上の気象警報の発表による自宅待機の目安を参照

し安全確保に努めてください。 

 

（１） 荒天時や気象警報が発表された際は下図のような休業対応を行いますので、テレビ・ラジ
オ・インターネット等で、気象情報や登校経路の交通機関の状況をよく確認の上、各自対応
してください。 

（２） 本校は、県内全域から生徒が通学しているため、登校する際は必ず自宅周辺や登校経路の
状況、交通機関についての情報を収集して、安全に留意して登校してください。 

（３） 登校を開始してから警報が発表された場合等は、自宅に戻る・安全な場所で待機する・学
校へ登校するなど、安全を第一に行動してください。 

（４） 横浜市を含む地域で警報が発表されていない、または解除された場合においても、居住地
や登校経路によって、通学の安全が確保されないと保護者が判断した場合は、学校・家庭
連絡システム「すぐ～る」の備考に、保護者が「荒天のため」と入力してご連絡ください。
この場合の出欠席の扱いは、事後に状況を確認のうえ判断します。なお、交通機関の不通
による場合も同様に扱います。 

（５） 授業の一部または全部が休業となった場合の連絡は、「すぐ～る」でお知らせします。ま
た、生徒に対しては「年次のGoogle Classroom」でも情報を発信しますので、確認してく
ださい。 

（６） 当日朝の時点では登校が可能であっても天候の悪化が予測される場合や前日時点で公共交
通機関の計画運休が発表された場合等、上記によらない措置を講じる場合は「すぐ～る」
でお知らせします。 

レベル２注意報 ・ハザードマップ等で災害リスクを再確認する 

・自治体から発表される避難情報の把握手段を再確認する 

・避難に時間がかかる高齢者等は危険な場所から避難する 

・高齢者等以外の人も必要に応じて避難の準備や自主避難 
レベル３警報 

・危険な場所から全員避難する 

※台風などにより暴風が予想される場合は、暴風が吹き始める前に避難を完了 

レベル４危険警報 

・すでに安全な避難ができず、命が危険な状況 

・今いる場所よりも安全な場所へ直ちに移動等する 
レベル５特別警報 

レベル 1早期注意情報 
・災害への心構えを一段高める 

・職員の連絡体制を確認する 
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午前６：００ 午前８：００ 午前１０：００ 

横浜市を含む地域に、 

①～⑥の警報が１つでも

発表されていた場合 

 

自宅待機 

１校時休業 
 

① Lv5 特別警報 または 

Lv4 危険警報 

② Lv3 大雨警報と氾濫警 

  報の両方 

③ Lv3 大雨警報と土砂災 

 害警報の両方 

④ Lv3 暴風警報 

⑤ Lv3 大雪警報 

⑥ Lv3 暴風雪警報 

①～⑥の警報が

発表されていた

場合 

 

安全確保 

１・２校時

休業 
 

①～⑥の警報が

発表されていた

場合 

 

休校 
登校した生徒

は安全が確認

でき次第下校 

①～⑥のいずれ

にも該当しない

場合 

安全に十分注意

しながら 

午前 9:50 

までに登校 

 

①～⑥のいずれ

にも該当しない

場合 

安全に十分注意

しながら 

午前 10:50 

までに登校 

２校時から

授業 

午前７：００ 

①～⑥の警報が

発表されていた

場合 

 

安全確保 

１～４校時

休業 
 

 

①～⑥のいずれ

にも該当しない

場合 

安全に十分注意

しながら 

午後 1:25 

までに登校 

３校時から

授業 

５校時から

授業 


